
協定企業名 クラブツーリズム株式会社、クラブツーリズムパートナーズ会 

交流行事名 『クラブツーリズム四万十源流の森』交流活動 

開催日時 平成２８年１０月２６日（水）１１時３０分～１５時３０分 

開催場所 津野町郷地区集落活動センター 奥四万十の郷（青空ビュッフェ、木工体験） 

協定森林「クラブツーリズム四万十源流の森」（間伐体験） 

主 な 参 加

者・人数 

クラブツーリズム株式会社（５名）、クラブツーリズムパートナーズ会（１６名）、 

津野町（１０名）、間伐指導（４名）、郷地区活性化委員会（１０名）、高知県（２名）  総勢４７名 

交流活動の

概要 

11:30 

 

 

11:40 

12:30 

13:30 

14:20 

15:20 

15:30 

開会（郷地区集落活動センター 奥四万十の郷） 

歓迎の挨拶（津野町・池田町長、郷地区大地会長） 

記念品贈呈（ヒノキの名刺台紙） 

昼食 青空ビュッフェ（センター敷地内イチョウの木の下） 

木工体験（クロモジの楊枝づくり） 

天狗荘へ移動 → その後、協定森林（間伐地）へ移動 

間伐体験（協定森林：クラブツーリズム四万十源流の森） 

天狗荘へ移動 

解散 

当日の様子 

 

今回は、今年４月に完成したばかりの郷地区集落活動センター 奥四万十の郷に、参加者が

集まり、地域の女性たちが山里の恵みをふんだんに使って腕を振るって作った季節の料理を、

大きなイチョウの木の下で楽しむ「青空ビュッフェ」からスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

津野町の池田町長と郷地区活性化委員会の大地会長からの歓迎の挨拶に続き、クラブツー

リズム四国パートナーズ会の藤本会長とクラブツーリズムパートナーズ会の今村事務局長から

お言葉をいただきました。その後、記念品の贈呈が行われ、食事が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「来年からの志国高知 幕末維新博

でも、地域会場として誘客に取り組

みたい」と池田町長 

 

「地域の環境を守ることが川や海を守

ることになり、環境や生活に大きくつな

がる」と藤本会長 

「津野町では棚田の保全活動にも力を

入れており、地域資源を観光にも活か

していきたい」と今村事務局長 

会場入口ではトゥクトゥクがお出迎え 大きなイチョウの木の下でのビュッフェ 旧・郷小学校の体育館を改修した集

落活動拠点である「奥四万十の郷」 



 

 

 

 

 

 

 

 

昼食の後、記念撮影をしてから木工体験をしました。黒モジを使った菓子楊枝を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

天狗荘に移動し、「クラブツーリズム四万十源流の森」で間伐体験です。津野町と梼原町、そ

して愛媛県との境界に位置するところにあり、標高は約 1,400m と少し肌寒く感じました。 

指導担当職員から手ほどきを受け、皆さんそれぞれに伐倒に挑んでいました。手ノコで切る

のは大変ですが、伐り倒したときの満足感はひとしおだったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加された皆様、スタッフの皆さん、一日お疲れ様でした。誠にありがとうございました！ 

記念品（ヒノキ名刺台紙）の贈呈。 

クラブツーリズム株式会社の山本

課長に受け取っていただきました 

調理部長の中村さんから料理の

ご紹介。地域の女性たちで気持ち

を込めてつくったそうです 

鮎の塩焼きやキジ汁、ほくほく里

芋コロッケなど山里の幸いっぱい

の本日のごちそうの数々 

郷地区活性化委員会の長山さん

による楊枝づくりのお手本 

思ったより難しい削り作業に最初

は手こずり気味でしたが、だんだ

んとコツが掴めてきました 

慣れた手つきの方もいました。聞

けば毎日１０本もつくっているとか 

左は津野町、右は梼原町の境界

である尾根の上を、間伐体験の場

所を目指して歩きます 

代わる代わるノコギリで木を伐って

いきます。追い口を丁寧にパワフ

ルに入れています 

グラッと傾きはじめたら木が倒れる

合図。見事な伐倒に歓声があがり

ました 


